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DX is essential for Decarbonization.

GX× DX
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IT/DX事業部 紹介資料
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2023年設立当初より、IT/DXおよびGXコンサルティング事業を提供。グループ内には多数のDX・GXの資格保有者が在籍。

会社概要 - 基本情報 -

会社概要

会社名 日本GXグループ株式会社
（Japan GX Group）

設立 2023年4月14日

資本金 234,500,000円
※新株予約権・資本準備金を含む

本社 東京都中央区八丁堀3-16-6東八重洲プレイスB1F

代表/株主 共同CEO 吉岡賢史
共同CEO 細目圭佑

役職員 14名
※受入出向者2名を含む(東邦レオ)

認証 ISO27001

特許１ 特許7598185  Jクレジットの個人等取扱活用方法

特許２ 特許7648262 Jクレジットの予約権取引仲介装置

完全子会社
日本GX総研

共同代表：小川/鳥井
東京都中央区八丁堀4-8-1八丁堀ファーストスクエア4F

資格保有者

炭素会計アドバイザー 8名

ISO14001審査員補 2名

ISO27001審査員補 1名

行政書士 1名

伐木等特別教育（チェーンソー） 4名

AWS Certified Cloud Practitioner 4名

AWS Certified Solution Architect 
Associate

1名

AWS Certified Developer Associate 1名

AWS Certified System Administrator 
Professional

1名

AWS Certified Develops Engineer 
Professional

1名

AWS Certified Security Specialist 2名

AZ-900 Azure Fundamentals 1名
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会社全体でコンサルティング事業を展開し、DXとGX領域における企業の課題解決を推進。

会社概要 - 事業全体像 -

日本GXグループ株式会社

３つの事業活動

自社の強み

システム開発事業
基幹システム刷新やアプリ開発、運用

DXコンサルティング事業
業務効率化・DXによる経営方針の転換

GXコンサルティング事業
GX戦略立案、排出量算定、クレジット創出

カーボンクレジット創出支援やIR開示業務、GX

人材派遣を行うアウトソーシング事業。専門知識

と実務力を融合し、企業のGX活動を効率的に支

援。

ITシステム、AIを存分に活用した業務効率化と、

ビジネスインテリジェンスを用いた経営方針の転換

を目的に企業に寄り添ったDXコンサルティングを展

開する。

大手企業の基幹システムから中小企業のアプリ開

発・運用を請け負う。自社開発のカーボンクレジット

取引所で培った技術力を活かし、高品質な開発・

運用を提供。

GX事業の立上げからシステムローンチまでの圧倒的なスピードと信頼性

従来のアナログ取引をDX化、国内初の本格的取引基盤を構築。個人売買と予約権取引の

特許を取得し、信頼性と流動性を確保。2030年の脱炭素市場を支える基盤として自社で

開発/運営。ビジネス要件定義からローンチまで半年で実行。

変化するGX制度・規制を

システム要件へ的確に反映

金融インフラシステムを

創業半年でローンチ

システム開発力とGX知見の

両方を持つ人材プール カーボンクレジット取引のDXを
国内最速で社会実装

IT/DX事業部
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事業部紹介 – IT/DX事業部

4つの

コア技術

思いと技術で

働きやすく、生きやすく。

AIの利活用

「使い方から

向き合い方まで」

クラウド活用

「早く、安く、便利に」

セキュリティ

「安心安全な支援
と実装を徹底」

現場に寄り添う力

「皆が喜ぶDXを」

日本GXグループ株式会社

取締役 CTO 関 裕一朗

IT/DX事業部 責任者コメント

2020年代中盤にさしかかり、IT技術分野の成長は落ち

着くどころかAI台頭により更なる急成長を続けています。

利便性と危険性が高まる中、日本GXグループは情報収

集力と技術力、泥臭い伴走力を発揮して、企業様の経

営強化をより一層加速させるようなご支援に奮闘して参

ります。
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事業部紹介 – IT/DX事業部

DXコンサルティング 提供ソリューション

➢ PMO支援

✓ データマネジメント戦略の策定
✓ 連携基盤/BI利活用方法策定
✓ データガバナンスの設計

➢ クラウド移行・利活用

✓ データマネジメント戦略の策定
✓ 連携基盤/BI利活用方法策定
✓ データガバナンスの設計

➢ データ連携・BI基盤

✓ データマネジメント戦略の策定
✓ 連携基盤/BI利活用方法策定
✓ データガバナンスの設計

➢ AI・エージェント導入・利活用支援

✓ 業務プロセスの分析
✓ 効率化方針・手法の提言/設計
✓ 初期導入時の見積り、RFP策定

システム開発 提供ソリューション

➢ 基幹システム刷新

✓ レガシーシステムの現代化
✓ ERP/CRMの導入・カスタマイズ支援
✓ マイクロサービス化

➢ 業務システム開発

✓ 独自業務に特化したフルスクラッチ開発
✓ ロー/ノーコードツールを活用した高速開発
✓ 既存システムとのAPI連携・自動化実装

➢ セキュリティ向上

✓ ゼロトラスト・アーキテクチャの設計・構築
✓ 社員向けセキュリティリテラシー向上講座
✓ SASE検討・導入

➢ 社外向けサービス開発

✓ B2B/B2C向けSaaS・WebApp開発
✓ 直感的なユーザーインターフェース構築
✓ クラウドネイティブ環境の実装
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事業部紹介 – IT/DX事業部

事業部売上構成比

DXコンサルティング事業

40%

システム開発事業

60%

システム開発事業 DXコンサルティング事業

21% 18% 9% 12%

基幹刷新系 業務改善系

社外向けWeb系

社外向けmobile系

22% 10% 8%

IT/AIを用いた業務効率化

社員教育・リテラシー向上

IT組織編制・改革
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アーキテクチャ指針の未整備

• 指針および管理者の不在

• アーキテクチャの視点で全体を統制する管理者が存在せず、標準化されたガイドラインも策
定されていない。

• プロジェクト品質への悪影響

• 設計・構築の基準がないため、システム企画や構築段階での考慮漏れが頻発している。

• 保守運用の効率性やセキュリティリスクへの対応が当初のアーキテクチャに組み込まれず、再
設定やテストのやり直しといった手戻りが常態化。工数増大の要因となっている。

事例紹介 – AWSアプリケーションプラットフォーム整備-

ASIS

支援前

TOBE
支援後

AWS各種管理漏れ

オブザーバビリティの欠如

• アカウント・ID管理の分散と品質のバラつき

• 定義や管理品質が統一されておらず、長期間未使用のクレデンシャルが放置されるなど、管
理不全が起きている。

• ガバナンス（コスト・セキュリティ）の未整備

• チェック・是正のプロセスが統制されておらず、監査等の要求に対応できないリスクがある。

• 運用・監視体制の欠如

• システムを統合的に監視するためのルールや機能（CloudWatch等）が整備されていない。

• 業界標準に基づくガイドライン策定

• アーキテクチャガイドラインとチェックリストを整備し、全てのプロジェクトが標準化されたルールに
基づき設計される体制の確立。

• アーキテクチャ思考を持った自走できる管理体制の構築

• AWS管理者候補に対し、単なる操作手順だけでなく、なぜその構成にするのかというアーキテ
クチャの考え方やナレッジを共有。

• 管理者自身がガイドラインの意図を理解して判断することができ、持続可能で俗人化しない
運用体制を確立。

• EntraID連携によるセキュアで効率的な統合ID管理

• IAM Identity Centerを導入し、EntraIDと連携した統合認証基盤を確立。

• アカウントごとの個別ID作成が不要になり、入退社時の権限変更が即座に反映されるなど、
運用工数の削減とセキュリティリスクの排除を両立。

• Control Towerを活用した継続的なガバナンス統制

• Control Towerを活用したマルチアカウント管理環境において、コスト・セキュリティの統一ポ
リシーを適用し、運用手順を確立。

支援期間：6か月間 支援費用：1,000万円 ※左記はあくまで実績となります。

実際の期間・金額はお客様毎にカスタマイズされたソリューションにより異なります

支援

概要
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事例紹介 – 基幹システム(SAP S4/HANA)クラウド移行 -

支援概要

支援期間：15か月間

支援費用：3,500万円

※上記はあくまで実績となります。

実際の期間・金額はお客様毎にカスタマイズされたソ
リューションにより異なります

SAP運用の「塩漬け」脱却と高
度化

バージョンアップに伴う膨大な回
帰テストの削減

システム知見の継承と内製化へ
の基盤作り

お客様の困りごと

支援プロセス

最新トレンドやCAFなどフレームワークを用いた刷新方針の検討・最終化1

Fit-to-Standardによる業務要件の整理2

データ移行・システム構築および単体・結合テスト3

UAT（ユーザー受入テスト）と運用習熟トレーニング4

クラウド環境への移行完了5
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事例紹介 – IT/AIを用いた業務効率化 -

採用難により、限られた人員でこれまでの業務量をこなさなければならない

特定のベテラン社員しかやり方を知らない、あるいは「紙とExcel」によるアナログな運用が限界を迎えている

売上や従業員数が急増したことで、これまでの「阿吽の呼吸」が通用しなくなった

お客様の困りごと

業務整理 AI導入
業務効率化

継続カイゼン

提供ソリューション

工数73%削減

作業ミス97%改善

支援概要

支援期間：6か月間

支援費用：800万円

※上記はあくまで実績となります。

実際の期間・金額はお客様毎にカスタマイズされたソ
リューションにより異なります

➢ 業務内容のヒアリング

➢ ボトルネックの特定

➢ 適材適所なAI選定

➢ 初期導入の実施

➢ 導入後の効果測定

➢ 継続カイゼン
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事例紹介 – 社員教育・リテラシー向上 -

講義イメージ

支援概要

支援期間：5か月間

支援費用：350万円

※上記はあくまで実績となります。

実際の期間・金額はお客様毎にカスタマイズされたソ
リューションにより異なります

支援形式
1

社員リテラシー分析

2

講義制作

3

効果測定
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事例紹介 - 開発リリースへ向けた品質向上施策 -

支援概要

支援期間：12か月間

支援費用：2,000万円

※上記はあくまで実績となります。

実際の期間・金額はお客様毎にカスタマイズされたソ
リューションにより異なります

アジャイル開発が回らない...

計画通りに進まない...

改善提案が欲しい...

手戻りによる遅れが目立つ...

開発/テスト工数が膨大...

品質を上げる余裕がない...

Problem

お客様のお悩み

フェーズ別にアプローチ

上流
工程

開発
補助

下流
工程

弊社提供価値

要件定義レビュー/フィードバック
上流段階でのテスト計画

スクラム開発手法の導入支援
適切な工数管理で計画的に進行

テスト/不具合分析で傾向調査と対策
MagicPodでテスト自動化を推進
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事例紹介 - モバイルアプリのセキュリティ対応

支援概要

支援期間：2か月間

支援費用：100万円
※上記はあくまで実績となります。

実際の期間・金額はお客様毎にカスタマイズされたソ
リューションにより異なります

ヒアリング

アンケート実施

脆弱性項目

洗い出し

脆弱性対応

ソースコード修正

脆弱性診断

マニュアル作成

支援プロセス

Google API をモバイルアプリ
で継続的に利用するためには、
Google が定めるセキュリティ
要件を満たす必要があった。

特に機密性の高い情報を扱う
API を利用する場合、CASA
（Cloud Application 
Security Assessment）
ポータルを通じたセキュリティ対
応および申請が必須でした。

これらの要件に未対応の場合、
API 利用の制限や停止が発
生する可能性があるため、モバ
イルアプリに対する適切なセ
キュリティ対策の実施が求めら
れていた。

対応の背景
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可視化

事例紹介 - IoTデータ基盤構築

➢ 複数設備にまたがるIoTデータ基盤構築案件のPMO業務

➢ センシング技術を保有する複数社のベンダーを束ね、データ基盤構築を手動

支援概要

支援期間：12か月間

支援費用：2,000万円

※上記はあくまで実績となります。

実際の期間・金額はお客様毎にカスタマイズされたソ
リューションにより異なります

システム概要

蓄積/加工センシング

➢ 各種センサーからセンシング
データを取得

➢ データ収集基盤へ送信

➢ センシングデータの収集、
加工、成形

➢ 様々な切り口でセンシング
データの可視化

支援形式
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ご不明点・ご要望ございましたら下記までご連絡くださいませ。

日本GXグループ株式会社 コンサルティング事業部担当

mail: strategy@jp-gx.com

Tell: 03-6732-5714
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